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日本語教育と視聴覚教育
学校教育研究センター　渡　遠　裕　子
現代の日本語教育においては,学習者がコミュニカティヴな日本語能力を獲得することを目指している。教授者側
には,種々の言語教育理論と具体的教授手順を身につけておくことが求められている。学習過程が効率化されるため
に,教授機能が拡大されるために,教材・教具両方を含んだ概念としての教授メディアのうちで,視覚的・聴覚的な
情報に重点を置く視聴覚メディアについての知識を持つことが必要である。各視聴覚メディアの特性を知り,どの言
語スキルの習得のための練習・活動のために用いるのか,実際の授業のどの段階で用いるのかを決定しなければなら
ない。日本語を学ぶ学習動機の高い学習者に答えるために,教授者には,教授メディアの開発・作成能力が必要とさ
れている。
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日本語教育は言うまでもなぐ言語教育の中の一分野で
あるので,基本的には種々の教授法の理論にのっとり教
えられているし,また種々の具体的方策によってクラス
が運営されている。日本語教育の目標とするところは,
もちろん学習者のニーズと深く関わっているのだが,学
習者側からすると,"コミュニカティヴ"な日本語能力
の獲得が期待されていることと言えよう。翻って,種々
の言語教育理論と貝体的教授手順を身につけておくこと
が,教授者側に求められていることは,否定できない。
特に,田中(1993)の指摘のように,異なったレベルでの
学習者の多様性を多くの教授者が経験している現在,日
本語教育と視聴覚教育の関わりについて,そして,様々
な教授メデアについても日本語教育に携わる者は,或る
程度,基本となる共通の理解を持っことが必要なのでは
ないか,と考えるに至った。同時に,日本語教育に将来
携わる希望を持つ人々に対しても,少しは参考になれば
と恩う次第である。構成として, (1)適時的視点からみ
た視聴覚教育と視聴覚教育の定義(2)視聴覚メディア各
請(3)日本語教育における視聴覚教育の可能性とする。
1.教育における視聴覚教育の位置付け
言語教育との関わりで視聴覚教育を考えていくわけだ
が,視聴覚教育自体は,近年になって始まったわけでは
ない。視聴覚教育についての伝統的考え方は次のような
ものである。 「視聴覚教育とは視聴覚教具・教材を活用
して学習活動を効果的にする教育方法である。 」 ( 『視
聴覚教育の理論と研究』 (1979))
伝統的な視聴覚教育の理論的背負としては,コメニウ
ス,ペスタロッチの流れを組む,直観あるいは感性的認
識に基礎を置く理論を見ることができる。コメニウスは
『大教授学』の中で, 「私の視覚聴覚喚覚味覚触覚にふ
れるものはどれも皆,私にとってはいわば刻印です。こ
の刻印によって事物の写像が脳髄に刻み込まれるわけで
す。 (5章10)」 「聴覚と視覚,ロと手は,切れ目なく結
びついています。いいかえれば,人間が知らなくてはな
らない事柄は,口で話されて耳にはいるばかりでなく,
絵にかかれて目を通して写像力に刻みつけられるのです。
(17章42)」 「認識はいっも必ず感覚から始まらざるをえ
ません(20章2)」と述べ,感覚が出発となる~ことを示唆
している。また,具体的教授法として,例えば, 「どん
な事も,耳・目・精神・記憶に充分に刻み込まれた後で
なくては,学ぶことができないともいえます。したがっ
て,この基準によれば,教える教科の命題や規則,ある
いは図形や模型図といった・各学年でふっう扱われる学
習対象は全部,その学年の教室の壁に絵でかいておくの
がよろしいでありましょう。 (17章42)」などと述べ,梶
聴覚教材・教貝の必要性を説いていることが分かる。実
際, 『世界図絵』 (1658)という,絵入りのラテン語を学
ぶための教科書も作成しているのである。まさに, 『大
教授学』で述べていることの具体例となっているのであ
る。 『世界図絵』の中でも, 「感覚に正しく提示される
ことが,すべての基礎であることを私はくり返し強調い
たします。 (p.D」と述べている。ペスタロッチは,
『ゲルトルートは如何にしてその子等を教うるか』の中
で, 「子供達は,読みや,字の綴・りを教えることすらま
だ無理である時から,すでに,直観と言言吾との知識の相
当に高い程度にまで導かれ得るものなのです。 -子供達
は極めて幼い時に,すでに万物の理性的直観への心理学
的指導を必要としている-(第一信三五)」 「あらゆる言
語教育は,直観から出発しなければなりません(第十信
一四)」と述べ,直観に訴える教授を基礎・出発点とし
ていることが分かる。日本でも,明治初期, "object teach
ing","object lessons","lessons on objects　　の訳語
「庶物指教」という表現を通して,直観教育の考えが導
入されている。学校教育開始当初から,掛図などが教材
として用いられてきているのである。現代・20世紀にお
ける背景となる理論としては,デューイの経験主義理論
2が挙げられる。その著書『民主主義と教育』 (1906)には,
「-オンスの経験は-トンの理論に優る。なぜなれば,
いかなる学理もその生きた真の意味はただ経験において
のみこれを発揮するものであるからだ。 」 (第十章経験
と恩考)と出ている。そして,忘れてならないのが, E.
デール(EdgarDale,1900-1985アメリカ)である.彼
の著した, "Audio-Vidual Methods in Teaching"(1946)
は,視聴覚教育を研究するときに読まれる基本的文献の
一つであると言える。彼が, "Cone of Experience"と
呼ぶところの, 「経験の円錐」は,個人の所有する経験
を抽象度にしたがって段階分けしたものである。具体的
な経験にもとずく言語の学習の有効性を見ることができ
^ .
伝統的な視聴覚教育のイメージについては分かりやす
く,また,日本語教育においても,そのレベルでの異体
的実践はなされてきていると言えよう。しかしながら,
科学技術の発達によって様々な教育機器が利用されるよ
うになっている現在では,視聴覚的方法を伝統的な意味
においてのみ考えるわけには行かなくなっている。そこ
で,視聴覚教育についての教育工学よりの考え方を紹介
する。 「視聴覚教育とは,教育の理論と実践の一分野で
あって,学習過程を統御する各種メッセージの構成と,
活用に関与するものである。この分野の任務は, (a)如
何なる目的にせよ,学習過程において使用される画像的
および非表示的メッセージの,それぞれの特質および相
対的長所と短所とを研究すること,および(b)教育場面
における人間と機器とによって,メッセージを構造化し,
組織化すること。ここでの任務は,授業システムにおけ
る個々の要素および授業システム全体について,その設
計,製作,選択,管理,および利用に関することであ
る。 」 (アメリカの「定義と専門語に関する委員会」報
告1963) ( 『視聴覚教育の理論と研究』 (1979))ここに
いたり,機器の特性を知り,教育現場での使用について
の研究がなされないといけない段階となっていることを
認識すべきであろう。
伝統的には,視聴覚教育においては,教材(materials)
と教具(equipment)という概念で,何を用いて教育を行
うのかが語られることが普通セあった。一方,現代では,
教材・教具両方を含んだ概念としての「教授メディア」
及び,教授メディアのうちで,視覚的・聴覚的な情報に
重点を置くものが, 「視聴覚メディア」として,捉えら
れている。絵・図や写真を初めとして,テレビやCAIに
いたるすべての機械的・工学的または電子工学的な手段
が含まれる。そして,教授メディアが授業活動を具体化
することになる。しかし,各々の教授メディアは,受け
手の受信能力(情報処理能力)を要求するので,教材と
して選ぶときには,その点を考慮にいれなければならな
い。そして,なぜ視聴覚メディアを使うのか・使った方
がいいのか・使わなければならないのかについて,まず
教授者は考えなければならない。前述のデール(1969)に
よる視聴覚教材の役割は,以下の八つである。 1,学習へ
の動機づけを高める　2.新鮮さと多様性を与える　3.さ
まざまな能力の学習者にアピ-ルする　4.能動的な参加
をうながす　5 必要な強化を与える　6.学習者の経験を
拡大する　7.思考の秩序と連続性を保証する　8.他の教
材の有効度をも高める( 『視聴覚教育の理論と研究』
(1979))二十一世紀を迎かえようとしている現在,新た
に加わった教授メディアを含めて,各教授メディアの特
性について考え,それについて知っておくことが,教授
者に必要である。そして, 「いっ,どの教授メディアを,
どの様な学習者に対して,どの様に,どのくらい,何の
ために使用するのか」という問いに答えなければならな
い。
2.視聴覚メディア各論
(1)実物
異体的経験を通して,学ぶことのできるメディアは実
物である。目標言語が話されている言語社会において使
われているものであったり,存在しているものから,学
習者は多くを学ぶことができる。日本語教育の現場にも,
可能な限りの実物を持ち込むことができる。特に,直接
教授法での授業を意図している場合は,翻訳を排除して
意味を学習者に理解させる手段として,役に立っこ　もち
ろん,種々の,教室内での活動(activity)のために,直
接的,間接的に用いることができる。状況をより現実に
近いものにするための背景として用いることもできる。
(2)印刷物
いわゆる教科書以外のあらゆる印刷物を考慮に入れる
ことができる。専ら教授者が手にして使う場合と,学習
者一人一人が手に取って使う場合があるo　日本語教育に
おいて用いられるものとして,例えば, a.五十音図　b.
かなカード　C.漢字力-ド　d.喫茶店やレストランのメ
ニューのコピー　e.時刻表　f.広告のビラ等を考えるこ
とができる。 a,bが用いられるのは,入門期である。漢
字も教授することになっているコ-スでは, Cはあらゆ
る段階で使用可能である。 d,e,fについても,どのスキル
(聞く,話す,読む,書く)のための練習に用いるのかに
よって,あらゆるレベルで使用できる。一度準備すれば
何度でも使用できるものも多いし,コピー機を利用でき
る現在では準備するのも比較的簡単である。
(3)静止画
このカテゴリーには,袷,写真はもちろん, OHPで用
いられるTP,スライド, CD-ROMからアウトプットさ
れる静止画,ビデオ教材・映画から取り出した静止画も
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含めることができる。
簡易な視聴覚メディアとして,絵,写真などの利用は
他のものと比べて準備しやすいという利点がある。絵を
自ら描いて,必要な写真を取って準備することができる
し,雑誌などから切り抜いて集めておくこともできる。
絵を措くとき,上手であることに越したことはないが,
下手でも分かりやすければ良いのだし,下絵をカット集
からコピーすることもできる。大切なのは,よけいな情
報をもたらすものは措き込むべきではないと言うことで
ある。学習者が焦点以外の所に興味を持って気を散らし
てしまうことは避けた方が良いからである。写真を集め
るときにも同様の注意はなされなければならない。それ
ともうーっ,当り前のものを準備すべきだということで
ある。英語教育用のテキスト("Look Ahead 1"(1994)
Longman p.40)の中に,日本の家の室内の絵が載って
いた。それは,床の間に,掛軸がかかっており,畳の部
屋で,伝統的な「座敷」を表しているのだと理解したが,
何と,その床の間の部分に,電話台に乗った旧態然とし
た電話機と,テレビを兄いだしたとき,我が目を疑って
しまった。今から三十年以上前の日本なら,高価なテレ
ビは床の間に据えられ,客人をもてなしたであろう。ま
た,電話機が一番よく置かれているのは床の間であると
は日本人なら賛成はしないと思う。これが,最新の英語
教育用のテキストの中で起こっていることである。少な
くとも,日本語教育では,このような典型的でない絵,写真
は教室で用いることのないようにしなければならない。
b.スライド
ーコマごとに枠にはめ込んだ,コマスライドがよく知
られている。日本語教育用の既成の教材としても初級・
中級用が売られている。もちろん,自主教材としても作
成可能である。他の教材にも言えることであるが,縮尺
率が一定とは限らないので,現実のサイズとずれて認識
してしまう危険性が存在する。静止画によって,あるも
のを提示する場合には,そのことを念頭において使用す
べきである。
c.TP(Transparency)
OHP用の提示教材が,透明な薄いシートのTPである。
これに絵を焼き付けたり,絵をコピーしたり,直接描い
たりして用いる。文字情報も扱える。このメディアのよ
い点は,明るい部屋でも近距離からスクリ-ン上に鮮明
で大きな映像が得られることである。また,提示者(戟
授者)と被提示者(学習者)が対面した形で情報を提供
することができるので,教室活動のため都合が良い。 T
P上に水性ペンで書き込み,また消すこともできる点も
便利である。 TPでは,静止画だけを提示するのではな
く,いわゆる文字情報を書き込んで提示できることも忘
れてはならない。学習者がローマ字で振り仮名を振った
テキストを読まないよう,読みの練習に利用することも
できるということである。
d.CD-ROM(ROM-Read Only Memory)
このメディアに関しては,まだ利用が始まったばかり
ではあるが,期待の持てるものの一つである。読みだし
専用のメモリであるため,書き込みはできないのだが,
大容量記録・再生媒体で,直径12cmのもの1枚で, A4サ
イズの英文レター(200字/枚)27万枚分に相当の記憶容
量を持つとのことである。 (野津良夫編(1989) 『視聴覚
教育の新しい展開』 p.109)コンビュ-夕との相性も良
いし,音声と静止画を同時に,また別々にしても使用で
きサ蝣*-.
(4)動画
ここでは,ビデオ,映画,テレビ番組を考えることが
できる。日本語教育用に予め編集,作成されたものは,
もちろん存在しているので,教授者は自らの教授計画に
したがって,教室内で利用することかできる。映像教材
の特徴として,言語学的側面と同時に非言語学的側面を
提示することができるということがある。或る言語構造
の用いられるコンテクストをノンバーバルな情報も含め
て伝えることができ,具体的なコミュニケーションの成
立の状況を伝達できるのである。また,意図的に,文化
的,社会的コンテクストを情報として伝えることもでき
るのである。実際に映像メディアを使用する際,必ずし
ら,音声と画像を同時に提示する必要はない。最初,絵
だけを見せるということも試みられるべきである。学習
者に目標言語を聞きたいと思わせられれば成功なのであ
る。さらに,不完全なメッセージがあると,ほとんどの
人はそのコミュニケーションの欠けている部分を手に入
れたくなる,ということを考えて,教室内活動(activity)
を構築すべきであろう。問題は,日本語教育のための,
言語的にも文化・社会的にもふさわしい映像教材は,覗
在のところ少ないということである。自らの教授設計の
中で必要な教材を得るためには,自作する必要が出てく
る。テレビ番組から録画したものを利用することが多い
のだが,あくまでも教育上の必要があってのことなので,
著作権法に触れないよう気を付けるのは当然である。
(5)録音テープ
現在では,多くの日本語教育用教科書には,教科書に
準拠したオーディオ・テープが付いているので,教科書
中の対話文,会話文,提示文などの提示・練習・復習に
利用でき,大変便利である。教科書によっては,聞き取
り用の教材としての録音部分を含んでいるものまで存在
する。しかし,実際には,日本語教育の教室での教授の
あらゆる段階で,それにふさわしい教材を準備したいと
望めば,自作せざるを得ないのが現実である。その際,
a.市販品の教材から取捨選択して使用する　b.ラジオ番
4組などを録音して編集するC.オリジナルなものを作成す
る,の三つの可能性がある。録音テープ作成で問題とな
るのは, "authentic"であるのか, "non-authentic"であ
るのかということである。音声的,語嚢的,話されるス
ピード,社会・文化的コンテクストにおいてなど,あら
ゆる面で,本物であって自然なものをこそ教材として用
いるべきだと言う考え方もあるし,教育上学習者の学習
段階のレベル,言語能力のレベルにふさわしいものを教
材として用いるべきだという考え方もある。後者の場合,
コントロールされたものということになる。しかし,ス
タジオ内で録音された会話や対話は"non-authentic"と
いうことになる。初級の学習者に"authentic"なものが
むずかしく.,全く使用は無理であるというのは正しくな
いし, "non-authentic"なものが全く教育上価値のない
ものだというのでも,もちろんない。しかし,言語教育
の初めの段階から,不自然すぎる程遅い速度の録音教材
ばかり用いるのは誤りである。当該のレベルより少しチャ
レンジングなものを与えるのが良いと筆者は考えている。
クラーシェン(1983)が理解できるインプットで,少し
上のレベルの者を与えるのがよいとしたことに賛成する
ものである。教室内でただ音声を流していれば事足りる
わけではなく,開く問にする課題・聞きながらする課題・
聞いた後でする課題を準備しておく必要がある。
(6)コンピュータ
教授メディアとしてのコンピュータの可能性は大なる
ものがある。一般には, CAI(Computer Assisted Instruc-
tion)として知られている。日本語教育においても,漢
字教育用,言語構造学習用など既に開発され市場で手に
入るようになっている。それだけではなく,教授者自ら
が教材作成することが可能になってきている。以前は,
コンピュータ言語を習得し,プログラム設計を行うなど
かなり専門的な知識を必要としたものであるが,現在で
は,有効なソフトウェアの使用により,より身近なもの
となってきた。文字情報だけでなく,画像,音声も同時
に扱えることになったので,言語教育の分野ではますま
すその研究と実践が行われるであろうし,また,行われ
なければならないと考える。他の教授メディアと比べ,
コンピュータの優れた点は,学習者一人一人に必要な反
応を起こさせ,それに対してフィードバックを与えるこ
とができる点である。また,情報の提示自体,各々の学
習者にふさわしいものを与えることができるという点で,
魅力的である。
3.日本語教育における視聴覚教育の可能性
各教授メディアの特性が理解された上で,それらの使
用については,何のために用いるのかをはっきり認識し
た上で使用するのが望ましい。単なる時間つぶしや教授
者の手抜きのため,学習者に阿るための使用であっては
ならないからである。また,反対に,教授者に必要以上
の犠牲を払わせることが ってはならない。教授メディ
アの使用によって,教授者にとっては教授機能(情報提
示・反応喚起・診断とフイ-ドバック)が拡大され,学
習者にとっては,学習がより良く促進されねばならい。
学習過程が効率化されることが期待されているのである。
効果的な教育が成立することが前提である。異体的使用
に関しては,導入のためか,練習・活動のためか,まと
めのためかなど授業全体の流れの中での位置づけを明確
にすることが大切である。また,同時に,授業時間・必
要な設備の有無など物理的環境,年齢・学習ストラテジー
の違いなどの学習者の条件,その教授メディアの取扱に
熟知しているかどうかなどの教授者側の条件によって,
ふさわしいものが選ばれなければならない。教授者側か
らの立場で言うと,各教授メディアを実際に使ってみよ
うという意欲をまず持つべきであろう。学習者の側から,
「テレビ番組が分かるようになりたい。 」とか「もっと
いろいろな日本語が聞いて分かるようになりたい。 」と
か, 「教科書を使うだけでなく,もっといろいろなもの
を使う楽しい授業を受けたい。 」などという発言が出て
くるかも知れない。この点が,学校教育の枠組みの中で,
「国語」 「英語」を学ぶ学習者との違いである。 「日本
語」学習者は,何のために学ぶのかという目的意識・動
機が相対的に高く,学びたいものが学べていると言う実
感を持つことを望むものである。それに答えるためにも,
教授者側は教授メディアの開発・作成能力が必要とされ
るのである。そして,それはたやすいことではない。音
声テープにしても,ビデオ・テ-プにしても,必要なだ
けの長さに編集するには,全体の中から,その教材化し
ようとする部分を選び出すには,時間と経験を要する。
教材用として,一回分は,せいぜいビデオで5分,音声
テープで2分くらいが適当だからである。もちろん,そ
の後で,それの異体的使用方法も考え,活動課題も作成
しなければならないのである。コンピュータ利用に関し
ては,教授者一入では限界もあるので,共同研究に期待
しているところである。
さいごに
言語教育界では,常に様々な試みがなされ,よりよい
教育を目指しているわけである。日本語教育に携わる者
も,慣れ親しんだ教授法・教授手順で事足れりと満足し
ていられなくなっている。学習者の意識の方がどんどん
進んできているからである。視聴覚メディアを積極的に
取り入れ,アクティヴな授業を成立させなければ,学習
者を満足させることができないし,満足させることがで
きなければ,教授者もまた自らの教育に自信をなくして
しまう恐れがある。将来日本語を教えたいと望む人々と
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共にもう一度, 「どの様な日本語教育を私は学習者に提
供できるのか」について考えてみたい。具体的な活動の
手順などについては,拙稿等をご覧いただきたい。
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6Teaching Japanese a.s a Second Language and Audio-Visual Teaching
Yuko WATANABE
Learners who learn Japanese Language generally hope that they will improve their ability to use the target
language in a daily life. The language they are aiming to acquire must be highly communicative. In order to
meet their needs, educators are expected to have sufficient knowledge on both teaching theory and teaching
skills. The concept of instructive media'includes both teaching materials and teaching equipment. 'Audio-
vidual media'is a media through which we can get much auditory information and/or visual informa-
tion. Japanese language teachers must learn each characteristic of audio-vidual media and apply them on a
proper process of teaching.
Key words: audio-vidual teaching,instructive media,audio-vidual media
